
平
成
二
十
九
年
（
二
〇
一
七
）
三
月
二
十
五
日
発
行

『
大
倉
山
論
集
』
　
第
六
十
三
輯
抜
刷

（
公
益
財
団
法
人
　
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
）

（
第
十
二
回
特
別
資
料
展
）

年
賀
状
に
見
る
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
展

星
　
原
　
大
　
輔
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平
成
二
八
年
（
二
〇
一
六
）
一
一
月
一
日
（
火
）
か
ら
一
二
月
四
日
（
日
）
ま
で
の
間
、
港
北
図
書
館
と
共
催
で
、
第
一
二
回
特
別
資

料
展
「
年
賀
状
に
見
る
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
展
」
を
、
港
北
図
書
館
の
港
北
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ
ー
に
お
い
て
開
催
し
た
。
な
お
、
会
場

が
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
た
め
、
入
場
者
数
は
集
計
し
て
い
な
い
。

　

本
展
示
会
で
は
、
大
倉
精
神
文
化
研
究
所
が
所
蔵
す
る
約
五
万
通
の
ハ
ガ
キ
と
手
紙
の
中
か
ら
、
創
立
者
の
大
倉
邦
彦
や
研
究
所
に
寄

せ
ら
れ
た
年
賀
状
八
四
点
を
選
び
、
そ
れ
ぞ
れ
の
画
像
に
説
明
文
を
付
し
て
、
パ
ネ
ル
と
し
て
展
示
し
た
。
こ
れ
は
、
平
成
二
四
年
度
に

開
催
さ
れ
た
第
二
四
回
研
究
所
資
料
展
（
平
成
二
四
年
一
二
月
四
日
～
二
五
年
一
月
一
二
日
）
を
基
礎
と
し
て
い
る
。
こ
の
時
は
横
浜
市

大
倉
山
記
念
館
内
で
の
開
催
で
あ
っ
た
た
め
、
大
倉
や
本
研
究
所
と
の
関
係
を
重
視
し
て
展
示
品
を
選
別
し
、
パ
ネ
ル
だ
け
で
は
な
く
実

物
も
展
示
し
た
。
し
か
し
今
回
の
展
示
会
場
が
館
外
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
前
回
の
展
示
品
に
新
た
な
年
賀
状
も
加
え
て
、
展
示
構
成
に
大

幅
な
変
更
を
加
え
た
。
本
稿
で
は
第
一
二
回
特
別
資
料
展
の
展
示
品
一
覧
と
、
一
部
の
画
像
と
解
説
資
料
を
紹
介
す
る
こ
と
と
し
た
。

年
賀
状
に
見
る
昭
和
ノ
ス
タ
ル
ジ
ー
展

星　

原　

大　

輔

（
第
十
二
回
特
別
資
料
展
）
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だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

一　

戦
前
の
年
賀
切
手

①
【
説
明
】
年
賀
切
手
の
発
行
開
始

　

年
賀
切
手
が
最
初
に
発
行
さ
れ
た
の
は
、
昭
和
一
〇
年
（
一

九
三
五
）
一
二
月
の
こ
と
で
す
。

　

明
治
二
〇
年
代
に
は
、
親
し
い
人
や
お
世
話
に
な
っ
た
人
へ

年
賀
状
を
出
す
こ
と
が
、
年
中
行
事
の
ひ
と
つ
と
し
て
定
着
し

ま
す
。
そ
の
た
め
、
年
末
年
始
に
な
る
と
、
膨
大
な
量
の
年
賀

状
が
郵
便
局
に
持
ち
込
ま
れ
、
通
常
業
務
に
支
障
を
き
た
す
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
郵
便
行
政
を
管
轄
し
て
い
た
逓て

い
し
ん信
省
は
、
指
定
さ
れ
た

期
間
（
例
え
ば
一
二
月
二
〇
日
か
ら
三
〇
日
の
間
な
ど
）
に
、

年
賀
状
を
郵
便
局
へ
持
ち
込
め
ば
、「
一
月
一
日
」
の
消
印
で

必
ず
元
旦
に
配
達
す
る
と
い
う
制
度
を
導
入
し
ま
し
た
（
年
賀

郵
便
の
特
別
取
扱
制
度
）。
し
か
し
、
国
民
の
間
に
な
か
な
か

浸
透
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

⑴

ご
あ
い
さ
つ

　

昭
和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
開
設
さ
れ
た
大
倉
精
神
文
化
研
究

所
は
、
開
設
準
備
を
始
め
た
当
初
か
ら
の
古
い
資
料
を
た
く
さ
ん

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
、
創
立
者
の
大
倉
邦

彦
や
本
研
究
所
へ
送
ら
れ
て
き
た
年
賀
状
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

　

明
治
に
な
る
と
、
年
賀
状
の
や
り
と
り
は
年
中
行
事
の
ひ
と
つ

と
し
て
定
着
し
ま
す
。
実
業
家
の
大
倉
邦
彦
の
も
と
に
も
、
各
界

の
著
名
人
や
企
業
か
ら
年
賀
状
が
届
い
て
い
ま
す
が
、
大
倉
が
本

研
究
所
を
立
ち
上
げ
た
こ
と
で
、
そ
の
理
念
に
賛
同
す
る
学
者
や

文
化
人
、
さ
ら
に
は
一
般
人
た
ち
か
ら
も
た
く
さ
ん
届
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
中
に
は
、
干
支
や
縁
起
物
な
ど
が
色
彩
鮮
や
か
に
描
か
れ

て
い
る
も
の
、
デ
ザ
イ
ン
に
趣
向
を
こ
ら
し
た
も
の
、
時
代
色
が

表
れ
て
い
る
イ
ラ
ス
ト
や
写
真
の
も
の
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
賀

状
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
年
賀
状
を
通
し
て
、
お
正
月
に
ま
つ

わ
る
縁
起
や
昭
和
初
期
の
雰
囲
気
を
、
み
な
さ
ま
に
知
っ
て
い
た
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そ
こ
で
考
え
出
さ
れ
た
の
が
、
指
定
さ
れ
た
期
間
に
投
函
す

る
年
賀
状
し
か
使
え
な
い
特
別
切
手
、
す
な
わ
ち
年
賀
切
手
の

発
行
で
す
（
元
旦
を
過
ぎ
る
と
、
普
通
郵
便
で
も
使
用
可
）。

年
賀
切
手
を
通
じ
て
、
国
民
に
年
賀
郵
便
の
特
別
取
扱
制
度
を

知
っ
て
も
ら
お
う
と
し
た
の
で
す
。

②
昭
和
一
一
年
用
年
賀
切
手�

沿
革
史
資
料
№64183�

③
昭
和
一
二
年
用
年
賀
切
手�

沿
革
史
資
料
№66707�

④
昭
和
一
三
年
用
年
賀
切
手�
沿
革
史
資
料
№68067�

⑤
康こ
う

徳と
く

五
年
用
年
賀
切
手�
沿
革
史
資
料
№34971

満
洲
国
で
発
行
さ
れ
た
唯
一
の
年
賀
切
手
。「
康
徳
」
は
満
洲

国
の
年
号
で
す
。
発
行
枚
数
は
二
〇
〇
〇
万
枚
。
図
案
は
縁
起

物
の
双そ

う

喜き

の
赤
文
字
で
、
さ
し
昇
る
朝
日
が
背
景
に
描
か
れ
て

い
ま
す
。
中
国
で
は
、
旧
暦
の
元
旦
（
春

し
ゅ
ん

節せ
つ

）
の
方
が
重
要
視

さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
日
本

の
強
い
影
響
下
に
置
か
れ
て
い
た

満
洲
国
で
は
、
日
本
に
な
ら
っ
て
、

新
暦
の
元
日
を
想
定
し
た
形
で
発

行
さ
れ
ま
し
た
。

⑥
【
説
明
】
年
賀
切
手
の
発
行
中
止

　

昭
和
一
二
年
（
一
九
三
七
）
七
月
、
い
わ
ゆ
る
盧ろ

溝こ
う

橋き
ょ
う

事

件
を
き
っ
か
け
に
日
中
戦
争
が
勃
発
す
る
と
、
国
内
で
は
、
年

賀
状
の
差
出
し
を
自
粛
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
声
が
高
ま
り
ま

し
た
（
虚
礼
廃
止
運
動
）。

　

昭
和
一
三
年
用
年
賀
切
手
の
発
行
中
止
も
唱
え
ら
れ
ま
し
た

が
、
す
で
に
印
刷
が
始
ま
っ
て
い
た
の
で
、
予
定
通
り
発
行
さ

れ
ま
し
た
。
し
か
し
半
数
以
下
の
約
一
億
四
千
万
枚
し
か
売
れ

ず
、
残
っ
た
大
部
分
は
破
棄
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
社
会
状
況
の
中
で
、
翌
年
か
ら
年
賀
切
手
の
発
行

は
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
昭
和
一
五
年
に
は
年
賀
郵
便
の
特
別

取
扱
も
中
止
と
な
り
、
さ
ら
に
は
「
お
互
に
年
賀
状
は
よ
し
ま

せ
う
」
と
自
粛
を
呼
び
か
け
る
ポ
ス
タ
ー
も
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

年
賀
切
手
が
復
活
し
た
の
は
、
終
戦
後
の
昭
和
二
四
年
（
一
九

四
九
）
で
し
た
。
以
後
、
絶
え
る
こ
と
な
く
、
年
賀
切
手
の
発

行
は
続
い
て
い
ま
す
。
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二　

干
支
が
描
か
れ
た
年
賀
状

①
未
年
の
年
賀
状
（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№51265

②
申
年
の
年
賀
状
（
昭
和
七
年
）�

沿
革
史
資
料
№52700

③
酉
年
の
年
賀
状
（
昭
和
八
年
）�

沿
革
史
資
料
№55423

④
戌
年
の
年
賀
状
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№57810

⑤
亥
年
の
年
賀
状
（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№61987

差
出
人
の
又
木
周
夫
は
、
日に

本ほ
ん

内な
い

燃ね
ん

機き

と
い
う
自
動
車
会

社
の
初
代
社
長
で
す
。
イ
ノ

シ
シ
が
乗
っ
て
い
る
「JA

C

ニ
ュ
ー
エ
ラ
」
は
、
同
社
で

製
造
さ
れ
た
純
国
産
の
オ
ー

ト
三
輪
で
す
。
の
ち
に
、「
く

ろ
が
ね
」
と
改
名
さ
れ
ま
し

た
。

⑥
子
年
の
年
賀
状
（
昭
和
一
一
年
）�

沿
革
史
資
料
№63673

子
年
に
ち
な
ん
で
、
二
つ
の
丸ま

る

大だ
い

根こ
ん

を
食
べ
よ
う
と
し
て
い
る

ネ
ズ
ミ
が
、
墨
絵
で
繊
細
に
描
か
れ
て
い
ま
す
。
福
神
の
大だ

い

黒こ
く

天て
ん

の
使
い
で
あ
る
ネ
ズ
ミ
が
「
大だ

い

根こ（
ん
）
食く

う
」
の
は
、「
大だ

い

黒こ
く

」

に
通
ず
る
と
し
て
、

縁
起
の
よ
い
図
案

と
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
「
丙へ

い

子し

」
は
、

昭
和
一
一
年
の
こ

と
で
す
。

⑦
【
説
明
】
杵き

谷だ
に

精せ
い

一い
ち

か
ら
の
年
賀
状

（
一
）
未
年
（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№51320

（
二
）
申
年
（
昭
和
七
年
）�

沿
革
史
資
料
№52729

（
三
）
酉
年
（
昭
和
八
年
）�

沿
革
史
資
料
№55420

（
四
）
戌
年
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№57621

（
五
）
亥
年
（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№60921

鎧
を
着
た
イ
ノ
シ
シ
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
弁べ

ん

慶け
い

の

七
つ
道
具
と
さ
れ
て
い
る
武
器
を
身
に
つ
け
て
い
ま
す
。
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い
ま
す
。
上
の
絵
の
よ
う
に
、
仙
童
の
姿
で
描
か
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
こ
の
こ
と
か
ら
、
中
国
で
は
、
前
髪
を
垂
ら
し
た

髪
型
、
あ
る
い
は
前
髪
の
こ
と
を
「
劉
海
」
と
い
い
ま
す
。

②
「
吉き

っ
し
ょ
う羊」（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№51069

③
「
穀こ
く

璧へ
き

」（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№51352

④
「
百
ひ
ゃ
く

寿じ
ゅ

字じ

」（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№55162

⑤
「
三
羽
鶴
」（
昭
和
八
年
）�

沿
革
史
資
料
№55162

⑥
「
吉
き
っ
し
ょ
う祥
文も
ん
よ
う様
」（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№61249

四　

時
代
色
豊
か
な
年
賀
状

①
目
蒲
東
横
電
鉄
路
線
図
（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№50844

東
横
線
と
目
蒲
線
の
路
線
図
が
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
（
次
頁
上

図
）。
東
横
線
の
横
浜
～
桜
木
町
間
は
ま
だ
工
事
中
で
し
た
の
で
、

点
線
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
線
路
図
に
は
の
ち
に
廃
止
さ
れ

る
、
あ
る
い
は
改
称
さ
れ
る
前
の
駅
名
が
い
く
つ
も
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
例
え
ば
、「
綱
島
」
は
「
網
島
温
泉
」、「
大
倉
山
」

は
「
太
尾
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
も
あ
り
ま
す
の
で
、

三　

縁
起
物
が
描
か
れ
た
年
賀
状

①
「
劉
海
仙
（
劉

り
ゅ
う

海か
い

蟾せ
ん

）」（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№50600

劉
海
仙（

蟾
）
は
道

教
に
お
け
る

仙
人
で
、
富

を
も
た
ら
し

て
く
れ
る
と

し
て
、
広
く

尊
崇
さ
れ
て
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③�

横
浜
大
博
覧
会
（
昭
和
一
〇
年
）

沿
革
史
資
料
№60904

・
沿
革
史
資
料
№61364�

大
正
一
二
年
（
一
九
二
三
）
の
関
東
大
震
災
で
壊
滅
的
被
害
を

受
け
た
横
浜
市
は
、
震
災
復
興
を
全
国
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
、

昭
和
一
〇
年
三
月
二
六
日
か
ら
五
月
二
四
日
ま
で
の
六
〇
日
間

に
わ
た
り
、
震
災
が
れ
き
で
造
成
し
た
山
下
公
園
を
会
場
と
し

て
、
復
興
記
念
横
浜
大
博
覧
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
年

賀
状
は
、
そ

の
予
告
を
し

て
い
ま
す
。

左
上
の
塔
は
、

迎げ
い

賓ひ
ん

館か
ん

高
塔

で
す
。

④
国
際
産
業
観
光
博
覧
会
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№57609

⑤
国
防
と
産
業
大
博
覧
会
（
昭
和
一
〇
年
）

沿
革
史
資
料
№61502

・
沿
革
史
資
料
№61993

⑥
日
満
産
業
大
博
覧
会
（
昭
和
一
一
年
）�

沿
革
史
資
料
№63760

ぜ
ひ
調
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

②
東
横
・
目
蒲
電
鉄
路
線
略
図
（
昭
和
八
年
）沿

革
史
資
料
№55171

上
の
年
賀
状
と
見
比
べ
る
と
、
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り

ま
す
（
下
図
）。
ま
ず
、
横
浜
～
桜
木
町
間
は
昭
和
七
年
三
月

に
開
通
し
ま
し
た
の
で
、
こ
こ
で
は
実
線
に
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、「
丸
子
多
摩
川
」
は
「
多
摩
川
園
前
」
に
、「
太
尾
」

は
「
大
倉
山
」
に
、
そ
れ
ぞ
れ
駅
名
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
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⑦
博
多
築
港
記
念
大
博
覧
会
（
昭
和
一
一
年
）沿

革
史
資
料
№64763

⑧
の
ら
く
ろ
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№58281

⑨
標
語
「
中
道
」（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№61975

⑩
善ぜ
ん

光こ
う

寺じ

御ご

開か
い

帳ち
ょ
う（
昭
和
一
一
年
）�

沿
革
史
資
料
№64011

⑪
選せ
ん

挙き
ょ

粛し
ゅ
く

正せ
い

（
昭
和
一
一
年
）�

沿
革
史
資
料
№64011

⑫
若
し
都
市
空
襲
を
受
く
れ
ば
（
昭
和
八
年
）沿

革
史
資
料
№57314

⑬
キ
ュ
ー
ピ
ー
人
形
（
昭
和
六
年
・
昭
和
九
年
）

沿
革
史
資
料
№51294

・
沿
革
史
資
料
№57607

⑭
奉ほ
う

天て
ん

か
ら
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
九
年
）��

沿
革
史
資
料
№58114

こ
れ
は
陸
軍
恤じ

ゅ
っ

兵ぺ
い

部ぶ

発
行
の
絵
葉
書
（
下
図
）
で
、
表
面
の

切
手
位
置
に
は
「
軍
事
郵
便
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
ま
す
（
上
図
）。

こ
れ
は
戦
地
に
い
る
軍
人
が
日
本
に
宛
て
て
発
信
し
た
も
の
で
、

料
金
は
無
料
で
し
た
。
自
動
車

隊
の
様
子
が
、
日
本
画
家
の
武む

藤と
う

夜や

舟し
ゅ
うに
よ
っ
て
描
か
れ
て
い

ま
す
。
武
藤
の
自
著
『
絵
筆
の

従
軍
』
に
よ
る
と
、
彼
は
満
洲
事
変
以
後
、
戦
場
を
ス
ケ
ッ
チ

す
る
た
め
に
従
軍
し
て
い
ま
し
た
。

⑮
満
洲
か
ら
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№58213

⑯
大だ
い

連れ
ん

か
ら
の
軍
事
郵
便
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№57571

⑰
哈ハ
ル
ビ
ン

爾
浜
か
ら
の
年
賀
状
（
年
不
詳
）�

沿
革
史
資
料
№63606

⑱
大
連
か
ら
の
年
賀
状
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№58288

⑲
山さ
ん

東と
う

省
略
図
と
主
要
物
産
（
昭
和
一
〇
年
）沿

革
史
資
料
№61994



『
大
倉
山
論
集
』
第
六
十
三
輯
　
平
成
二
十
九
年
三
月

334

五　

個
性
的
な
年
賀
状

①
カ
タ
カ
ナ
の
年
賀
状
（
昭
和
八
年
（
一
九
三
三
年
））

沿
革
史
資
料
№55170

差
出
人
の
九
代
目
茂も

ぎ木
佐さ

平へ
い

治じ

は
、
野
田
醤
油
（
現　

キ
ッ

コ
ー
マ
ン
）
の
三
代
目
社
長
で
す
。
事
業
を
拡
大
す
る
一
方
で
、

仏
教
精
神
を
経
営
に
取
り
入
れ
、
労
働
環
境�

の
改
善
や
福
利
厚

生
の
充
実
に
も
努

め
ま
し
た
。
進
歩

的
な
側
面
も
あ
り
、

こ
の
年
賀
状
に
見

ら
れ
る
よ
う
に
、

カ
ナ
文
字
の
使
用

を
提
唱
し
て
い
ま

し
た
。

②
三
カ
国
語
の
年
賀
状
（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№60921

日
本
語
、
英
語
、
ア
ラ
ビ
ア
語
の
三
カ
国
語
で
寿
詞
が
記
さ
れ

て
い
る
、
国
際
色
豊
か
な
年
賀
状
で
す
。
差
出
人
の
植う

え

村む
ら

龍
世

は
、
も
と
も
と
は
キ
リ
ス
ト
教
社
会
運
動
家�

の
賀か

が
わ川
豊と

よ
ひ
こ彦
の
秘

書
を
務
め
て
い
て
、

の
ち
に
イ
ス
ラ
ム

教
に
改
宗
し
た
人

物
で
す
。「
阿
礼

（A
LI

）」
は
イ
ス

ラ
ム
教
徒
と
し
て

の
名
前
で
す
。

③
く
ず
し
字
の
年
賀
状
（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№60285

④
英
語
の
年
賀
状
（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№61215

⑤
新
聞
体
の
年
賀
状
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№26674

⑥
長
寿
の
秘
訣
が
書
か
れ
た
年
賀
状
（
昭
和
九
年
）

沿
革
史
資
料
№58802

⑦
海
外
旅
行
中
に
つ
き
年
始
欠
礼
（
昭
和
一
〇
年
）

沿
革
史
資
料
№60768
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七　

企
業
か
ら
の
年
賀
状

①
花か

お
う王
石せ

っ
け
ん鹸
株
式
会
社
長
瀬
商
会
（
昭
和
八
年
・
昭
和
一
〇
年
）

沿
革
史
資
料
№55030

・
沿
革
史
資
料
№61511

②
ア
イ
デ
ィ
ア
ル�

ホ
ー
ム
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№57702

③
菱り
ょ
う
び美
電
機
商
会
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№58883

④�

資し

生せ
い

堂ど
う

化
粧
品
店
・
資
生
堂
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
パ
ー
ラ
ー
（
昭

和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№61225

⑤
コ
ク
ヨ
商
店
（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№61390

⑥
三さ
ん
せ
い
ど
う

省
堂
書
店
（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№50662

⑦
ラ
イ
オ
ン
歯は
み
が
き磨
本ほ
ん

舗ぽ

株
式
会
社
小
林
商
店
（
昭
和
七
年
）

沿
革
史
資
料
№52598

小こ
ば
や
し林
富と

み
じ
ろ
う

次
郎
が
明
治
二

四
年
（
一
八
九
一
）
に

創
業
し
ま
し
た
。
粉
ハ

ミ
ガ
キ
の
製
品
開
発
に

取
り
組
み
、
明
治
二
九

六　

封
書
で
届
い
た
年
賀
状

①
五い

十が

嵐ら
し

健け
ん

治じ

（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№20361

②
色
紙
の
年
賀
状
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№26673

③
封
書
の
年
賀
状
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№26772

④
高た
か

垣が
き

信し
ん

造ぞ
う

（
昭
和
八
年
）�

沿
革
史
資
料
№24079

�
大
倉
邦
彦
が
詩
聖
タ
ゴ
ー
ル

の
依
頼
に
よ
り
、
嘉
納
治
五

郎
を
通
し
て
、
イ
ン
ド
へ
派

遣
し
た
柔
道
家
。
こ
の
手
紙

は
、
高
垣
が
、
新
年
の
挨
拶

と
共
に
、
イ
ン
ド
の
タ
ゴ
ー

ル
大
学
で
の
任
期
を
終
え
た

後
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
政
府

の
招
聘
を
受
け
た
こ
と
を
伝

え
る
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

⑤
蓮は

す

沼ぬ
ま

門も
ん

三ぞ
う

（
昭
和
一
七
年
）�

沿
革
史
資
料
№21840
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八　

ホ
テ
ル･

旅
館
の
年
賀
状

①
福ふ

く

住ず
み

樓ろ
う

（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№51293

②
富ふ

士じ

屋や

ホ
テ
ル
（
昭
和
七
年
）�

沿
革
史
資
料
№52781

③
ホ
テ
ル
・
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
（
昭
和
八
年
）沿

革
史
資
料
№55176

④
丸
ノ
内
ホ
テ
ル�（
昭
和
八
年
）�

沿
革
史
資
料
№55177

⑤
熱あ
た
み海
ホ
テ
ル
（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№58282

⑥
奈な

良ら

屋や

旅り
ょ

館か
ん

（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№60208

か
つ
て
箱
根
の
宮
ノ
下
に
あ
っ
た
老
舗
旅
館
。
明
治
天
皇
と
皇

后
が
行

ぎ
ょ
う

幸こ
う

啓け
い

し
て
以
来
、
政
財
界
の
著
名
人
た
ち
が
宿
泊
し
ま

し
た
。
し
か
し
平
成

一
三
年（
二
〇
〇
一
）、

惜
し
ま
れ
な
が
ら
約

三
〇
〇
年
の
歴
史
に

幕
を
下
ろ
し
て
い
ま

す
。

年
に
「
獅
子
印
ラ
イ
オ
ン
歯
磨
」
と
し
て
発
売
し
ま
し
た
。
ハ

ミ
ガ
キ
の
分
野
で
は
、
同
社
の
商
品
が
現
在
で
も
ト
ッ
プ
シ
ェ

ア
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

⑧
安あ

ず
み住
大だ
い
や
く
ぼ
う

薬
房
（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№60194

明
治
二
六
年
（
一
八
九
三
）
に
安
住
伊い

三さ
ぶ

郎ろ
う

が
創
業
。
蚊
取
り

線
香
・
蚤の

み

取
り
粉
の
製
造
・
販
売
で
、
大だ

い

日に

本ほ
ん

除じ
ょ

虫ち
ゅ
う

菊ぎ
く

（
商

標
：
金き

ん

鳥ち
ょ
う）
の
ラ
イ
バ
ル
会
社
で
し
た
。
最
盛
期
に
は
世
界
五

〇
ヵ
国
に
ま
で
事
業

を
拡
大
し
ま
し
た
が
、

第
二
次
世
界
大
戦
で

壊
滅
的
打
撃
を
受
け
、

再
建
は
叶
い
ま
せ
ん

で
し
た
。

⑨
安あ

ん

藤ど
う

七し
っ

寶ぽ
う

店て
ん

（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№60907

⑩
松ま
つ

坂ざ
か

屋や

（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№61686

⑪
サ
ド
ヤ
醸
じ
ょ
う

造ぞ
う

場じ
ょ
う（
昭
和
一
一
年
）�

沿
革
史
資
料
№64542
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沿
革
史
資
料
№58880

⑤
長な
が

野の

宇う

平へ
い

治じ

（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№58952�

⑥
秋あ
き

山や
ま

大ひ
ろ
し（
昭
和
一
一
年
）�

沿
革
史
資
料
№63332

一
〇　

�

神
奈
川
県
に
ゆ
か
り
の
あ
る
人
び
と
か
ら
の
年
賀

状

①
栗く

り

原は
ら

勇い
さ
む（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№60898

明
治
一
一
年
ヵ
（
一
八
七
八
）
～
昭
和
二
九
年
（
一
九
五
四
）。

佐
賀
県
出
身
の
軍
人
。
二
・
二
六
事
件
の
首
謀
者
の
一
人
で
あ

る
栗
原
安や

す
ひ
で秀
の
父
。
退
役
後
、
大
倉
邦
彦
の
支
援
で
樽た

る
ま
ち町

神し
ん
め
い
し
ゃ

明
社
近
く
に
愛
国
寺
を
建
立
し
ま
し
た
。
ま
た
、
鶴つ

る
が
み
ね

ヶ
峰
の

薬や
く
お
う
じ

王
寺
境
内
へ
、

畠は
た
け

山や
ま

重し
げ

忠た
だ

を
祀

る
霊
堂
を
建
立
す

る
た
め
に
尽
力
し

て
い
ま
す
。

九　

大
倉
邦
彦･

研
究
所
関
係
者
か
ら
の
年
賀
状

①
ラ
ス･

ビ
ハ
リ･
ボ
ー
ス�（
昭
和
六
年
）�

沿
革
史
資
料
№50503

一
八
八
六
年
～
一
九
四
五
年
。
イ
ン
ド
独
立
運
動
家
。
日
本
に

亡
命
し
た
時
、
支
援
者
た
ち
に

よ
っ
て
新
宿
中
村
屋
の
相
馬

家
に
か
く
ま
わ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
が
き
っ
か
け
で
相
馬
家
の

娘
と
結
婚
し
、「
中
村
屋
の

ボ
ー
ス
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
大

倉
邦
彦
と
親
交
が
あ
り
、
イ
ン

ド
の
詩
聖
タ
ゴ
ー
ル
が
来
日

し
た
際
、
大
倉
邸
宅
へ
の
宿
泊

を
仲
介
し
ま
し
た
。

②
髙た

か

田た

保や
す

馬ま

（
昭
和
八
年
）�

沿
革
史
資
料
№55162

③
荒あ
ら

木き

孝こ
う

平へ
い

（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№58076�

④
竹た

け
な
か中
藤と

右う

衛え

門も
ん

（
一
四
代
）（
昭
和
九
年
）
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注
⑴　

①
～
④
、
⑥
の
記
述
は
、
主
に
内
藤
陽
介
『
年
賀
切
手
』（
日
本
郵

趣
出
版
、
平
成
二
〇
年
）
を
参
照
し
た
。

②
藤ふ
じ

山や
ま

愛あ
い

一い
ち

郎ろ
う

（
昭
和
九
年
）�

沿
革
史
資
料
№55162

③
前ま
え

田だ

若わ
か

尾お

（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№60699

④
平び
ょ
う
ど
う等
通つ
う

昭し
ょ
う（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№61137

明
治
三
六
年
（
一
九
〇
三
）
～
平
成
五
年
（
一
九
九
三
）。
区

内
新に

っ
ぱ羽
町
善ぜ

ん

教き
ょ
う

寺じ

の
住
職
。
イ
ン
ド
仏
教
文
学
と
パ
ー
リ
語

の
研
究
者
。
東
大
大
学
院
修
了
後
に
イ
ン
ド
へ
留
学
し
、
詩
聖

タ
ゴ
ー
ル
か
ら
直
接
教
え
を
受
け
て
い
ま
す
。
左
上
に
「
タ

ゴ
ー
ル
翁
よ
り
宜
し
く
申
さ
れ
ま
し
た
」
と
、
ペ
ン
で
書
か
れ

て
い
ま
す
。

⑤
五ご

と
う島
慶け
い
た太
（
昭
和
一
〇
年
）�

沿
革
史
資
料
№61363

⑥
内う
ち

田だ

定さ
だ

槌つ
ち

（
昭
和
一
一
年
）�

沿
革
史
資
料
№64064


